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人 口 14,312人 ＋ 2 

男 6,887人 ＋ 2 

女 7,425人 0 

1月31日現在 前月比

世帯数 3,902世帯 -1 

二
月
二
十
八
日
で
五
周
年
を

迎
え
る
町
立
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ

ー

（十
二
月
に
名
称
を
変

更
）
は
、
開
館
以
来
十
二
万
三

千
人

（
一月
三
十
一
日
現
在
）
 

の
利
用
者
を
数
え
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
五
年
、
川
倉
賓
の
 
 河

原
と
な
り
に
オ
ー
プ
ン
し
た

同
セ
ン
タ
ー
は
、
六
十
歳
以
L
 

の
老
人
が
週
一
回
入
館
無
料
と

あ
っ
て
な
か
な
か
評
判
も
良
く
、
 

特
に
月
（
嘉
瀬

・
中
柏
木
）
火
 

（
金
木・
蒔
田
・神
原
）
水

（喜

良
市
・
川
倉

・
藤
枝
）
曜

H
の
 
 老

人
ク
ラ
プ
単
位
利
用
の
日
は

軽
く
百
人
を
超
え
る
盛
況
ぷ
り

で
す
。
 

利
用
日
的
の
温
泉
は
地
下
九

百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン

グ
で
湯
温
三
十
六
度
、
毎
分
四

百
ニ
十
リ
ッ
ト
ル
の
湧
出
量
が
 

あ
る
ア
ル
カ
リ

泉
で
、
リ
ユ
ウ

マ
チ
、
皮
膚
病
、
 

更
年
期
障
害
な

ど
に
効
く
と
い

う
県
衛
生
研
究

所
の
折
り
紙
付

き
で
す
。
 

夏
場
は
送
迎

用
の
福
祉
バ
ス

を
町
が
各
老
人

ク
ラ
プ
単
位
で

差
し
向
け
て
い

ま
す
が
、
冬
場

は
家
族
の
乗
用

車
ゃ
タ
ク
シ

ー
 

利
用
の
方
が
ほ

と
ん
ど
で
「
寒

い
日
は
温
泉
が

一
番
」
と
毎
週

決
め
ら
れ
た
曜
 
 

日
に
出
向
き
浴
窓
か
ら
見
え
る

冬
景
色
を
見
な
が
ら
の
ん
び
り

疲
れ
を
い
や
し
て
い
ま
す
。
 

一
日
の
入
浴
回
数
は
三
ー
四

回
が
ほ
と
ん
ど
で
、
入
浴
の
あ

と
は
歌
謡
大
会
な
ど
が
催
さ
れ

た
り
す
る
百
十
五
畳
敷
の
大
広

間
で
お
や
つ
な
ど
を
持
ち
寄
り

ト
ラ
ン
プ
や
世
間
話
に
興
じ
、
 

孫
や
嫁
の
話
、
昔
の
失
敗
談
や

自
慢
話
が
次
々
飛
び
出
し
、
と

き
に
は
我
が
家
自
慢
の
潰
物
品

評
会
も
始
ま
る
な
ど
充
実
し
た

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
月
一
目
 
 と

十
五
日
を
休
館
日
に
し
て
い

ま
す
が
、
 一
日
の
平
均
入
館
者

数
は
約
八
十
人
と
な
っ
て
お
り

町
立
の
施
設
で
は

一
番
の
人気

を
呼
び
、
施
設
の
有
効
利
用
を

高
め
て
い
ま
す
。
 

人
口
と
世
帯
 

好
評
な
無
料
入
浴
 

s
十
ニ
万
三
千
人
を
突
  
s
 

― 考えよう自分のとくより町のため 金小 6年 塚 本 博 隆 一 

この日は月曜日 嘉瀬と中柏木の人たちです。 
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騰る9①飼炎 昌申中炎 

東
北
農
政

局
長
を

交
え
 

「
現
地
農
政
懇
談
会
」
 

基
盤
整
備
の
あ
り
方
、
に
つ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
。
 

当
町
に
関
係
の
深
い
国
営
小
印
川

土
地
改
良
水
利
事
業
は
四
千
三
百
一
．
 

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
基
盤
整
備
ゃ
か

ん
が
い
排
水
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
原
田
一
実
小
田川
土
地
改
良
区

理
事
長
ら
は
整
備
に
伴
う
今
後
の
農

業
経
営
に
つ
い
て
永
井
局
畏
と
意
見

を
交
換
し
ま
し
た
。
 

農
政
局
長
の
来
町
は十
七
年
ぶ
り

の
こ
と
で
津
軽
地
域
の
基
盤
整
備
の

効
果
を
“豊
作
”
に
期
待
して
いま
し
駕
 

「
 

、
 
「
 
‘

マ
 
、
 

町
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式
 

（
二、J
 

（
や
『
‘
 

東
北
農
政
局
主
催
の
現
地
農
政
懇

談
会
が
、
さ
る
一
月
三
十
日
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
西
北
五
関
係
七
市
町

村
長
を
一
堂
に
会
し
て
永
井
和
夫
農

政
局
長
ら
農
政
局
幹
部
と
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
懇
談
会
は
 
「
む
ら
づ
く
り
と

基
盤
整
備
」
を
テ

ー
マ
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
会
議
に
先
立
ち
永
井
局
長

は
「
津
軽
地
域
の
基
盤
整
備
事
業
は

実
施
率
が
高
く
今
後
の
地
域
活
動
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
」
と
あ
い
さ
 

つ
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
小

田
川
、
津
軽
西

北
、
屍
風
山
な

ど
の
各
農
政
局

事
業
所
長
が
国

営
事
業
の
概
要

を
説
明
し
、
①

基
盤
整
備
事
業

の
実
施
が
地
域

経
済
に
及
ぼ
す

影
響
②
基
盤
整

備
事
業
完
了
後

に
お
け
る
む
ら

づ
く
り
面
で
の

効
果
③
む
ら
づ

く
り
に
お
け
る
 

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
さ
中
、
 

に
（
『
1
1
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
で
も
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
を
楽
し
む
ス
キ

ー
 

ヤ
ー
で
連
日
賑
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。
 

嘉
瀬
ス
キ
ー
場
は
ゲ
レ
ン
デ

の
真
上
に
軍
を
横
付
け
で
き
る

十
軽
さ
と
無
料
の
ロ
ー
プ
塔
付

き
と
あ
っ
て
利
用
者
か
ら
も
仲

々
の
好
評
で
、タ
方
か
ら
夜
に

か
け
て
の
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
は

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
人
違
が

変
化
に
富
ん
だ
斜
面
を
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

町
の
ス
キ
ー
人
口
も
ナ
イ
タ
 

ー
施
設
が
設
置
さ
れ
た
昭
和
四

十
九
年
頃
か
ら
一
段
と
増
え
最

近
で
は
三
千
人

（
町
教
委閥
～ー

 

と
目
は
m昌
曜
」
」ほ

mい
主
火
 

に
一
人
はス
キ
ー
を
楽
し
ん
で

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
昭
和
五
十
三
年
に
設
営

さ
れ
た
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ー
プ
塔
は
、
当
初
の
原
動
力

が
ジ
ー
プ
の
エ
ン
ジ
ン
で
、
そ
 

同
委
員
会
主
催
の
ス
キ
ー
教

室
は
、
毎
年
好
評
で
約
四
百
人

の
参
加
を
集
め
基
本
と
な
る
プ

ル
ー
ク
ポ
ー
ゲ
ン
を
み
っ
ち
り

習
得
し
誰
も
が
簡
単
に
滑
れ
る
 

"
  

れ
が
五
十
五
年
に
は
営
林
署
払

い
下
げ
の
集
材
機
が
威
力
を
発

揮
。
現
在
の
電
動
式
に
よ
る
ロ
 

ー
プ
塔
は
五
十
八
年
か
ら
使
用

さ
れ
て
お
り
、
緊
縮
財
政
が
取

り
成
す
町
教
育
委
員
会
の
苦
心

が
伺
え
ま
す
。
 

よ
う
に
な
る
の
が
魅
力
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
ス
キ
ー
熱
の背
景

に
は
、
児
童
生
徒
が
ス
キ
ー
大

会
で
の
成
績
と
技
術
向
上
を
目
 
 的

と
し
た
練
習
と
に
あ
い
ま
っ

て
周
囲
の
人
も
熱
を
入
れ
出
し

た
こ
と
が
誘
因
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
 

理
由
は
何
ん
で
あ
れ
、
冬
季

唯
一
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ス

キ
ー
を
町
民
こ
ぞ
っ
て
楽
し
む

こ
と
は
設
備
の
整
備
効
果を
高

め
、
施
設
を
有
意
義
に
活
用
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

ま
た
、
町
体
協
ス
キ
ー
部
主

催
の
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟公
認

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
は
、
五
級
ー
一

級
ま
で
皿
占『
斜
度
十
六
度を
有

す
る
こ
の
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
で
も
 

ー 確かめてよい人選ぷ選挙の日 南中 2年 黒 川 真奈美 ー 

齢
 

ス
キ

ー
教
室

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
 

と
も
に
好
評
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金
木
町
農
業
経
営
者
協
議
会
が
、
 

さ
る
一
月
七
日
役
場
大
会
議
室
で
設

立
総
会
を
開
き
、
農
業
経
営
者
の
自

主
的
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
、
農
業
経
営
者
の
結

集
を
図
り
会
員
相
互
の
知
識
、
体
験

な
ど
を情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
って

農
業
経
営
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
もの
で
、県
内
で
は

二
十
二
番葛
経

営
老
首
士窟
織
で
す
。
 

稲
作
や
畜
産
な
ど
六
つ
の
専
門
部

会
を
設
置
し
経
営
改
善
検
討
会
や
各

種
研
修
会
の
開
催
が
事
業
に
組
み
込

ま
れ
、「農
業
者
と
し
て
経
営
者
意
識
 

心
身
と
も
に
ふ
れ
合
い
を
高
め
よ

う
ー
。
と
「
第
六
回
親
と
子
の集
い
」
 

が
金
木
小
学
校
で
開
催
さ
れ
約
百
人

の
親
と
子
で
賑
い
ま
し
た
。
 

金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
が

主
催
し
た
こ
の
集
い
は子
供
会
安
全

教
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
会
の
う
た

に
続
き
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
高
校

生
リ
ー
ダ
ー
に
田
村
教
育
長
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
金
木
消
防
署
職
員
に

よ
る
救
急
法
の
実
技
が
披
露
さ
れ
、
 

を
高
め
よ
う
」
な
ど
五
つ
の
ス
ロ
ー
 

ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
 

現
在
五
十
名
の
会
員
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
が
農
業
を
基
幹
と
す
る
当

町
の
農
業
後
継
者
の
育
成
や
作
目
改

良
な
ど
意
欲
的
活
動
と
経
営
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
選
出
さ
れ
た

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
会
長
廿
吉
田
登
志
一
▼
副
会長
 

I
木
下
俊
蔵
、
工
藤
俊
男
▼
理
事
I
 

小
山
内
高
志
、
長
尾
毅
、
古
川
哲
雄
、
 

川
口
隆
、
和
田
栄
之
進
、
加
藤
磐
、
 

長
尾
久
雄
マ
監
事
I
巾
谷
肇
、
秋
村

米
太
郎
、
岡
田
」
喜
。
 

お
母
さ
ん
方
も
我
が
子
を
モ
デ
ル
に

三
角
巾
な
ど
を
使
い
熟
心
に
練
習
。
 

応
急
措
置
や
対
応
を
勉
強
し
ま
し
た
。
 

お
い
し
い
肉
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
た

午
後
か
ら
楽
し
い
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。
 

昔
な
つ
か
し
い
ず
ぐ
り
ゃ
紙
鉄
砲

も
飛
び
出
し
終
日
親
と
子
の
ふ
れ
合

い
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
 

受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。，

 

▼
金
木
地
区
I
角
田
和
志
、
古
川

博
延
、
木
津
正
子
 
，
喜
良
市
地
区
 

I
桑
田
和
幸
、
工
藤
竜
司
、
今
純
子
、
 

桑
田
ひ
と
み
 

農
業
経
営
者

協
議
会
 

会
長
に
吉

田

登
志
一
さ
ん
 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

「親
と
子
の
集
い
」
で
救
急
法
を
マ
ス
タ

ー
 

ユ 
男子総合優勝のこ南中飛行隊この面々 

検
定
を
受
け
ら
れ
毎
年
約
八
十

人
の
方
が
挑
戦
し
、
自
己
の
能

力
と
腕
前
を
試
す
場
と
し
て
興

味
を
引
い
て
い
ま
す
。
 

町
内
に
は
十
二
人
の
公
認
検
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町
の
誉
れ
と
し
て
の
異
名
を

持
っ
“
南
中
飛
行
隊
一
は
、
四

十
メ
ー
ト
ル
級
ジ
ャ
ン
プ
台
の

整
備
に
伴
っ
て
一
段
と
名
声
も

高
ま
り
今
年
も
県
下
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
で
は男
子
総
合
優
勝

の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
 

二
月
三
日
に
行
わ
れた
第
一一

十
七
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
は
、日

頃
の
練
習
成
果
を
試
す
場
と
し

て
選
手
二
百
五
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 こ
れ
に
応
援
団
役
員

を
含
め
る
と
約
五
百
人
に
の
ぼ

り
悪
天
候
に
もか
か
わ
ら
ず
盛

況
で
、好
成
績
が続
出
し
ま
し
た
。
 

「年
毎
に
ス
キ
ー
技
術
が
向
上

し
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
」
 

と
町
教
育
委
員
会
の
泉
谷
久
治

体
育
指
導
員
が
語
っ
て
く
れ
た

と
お
り
ス
キ
ー
へ
の
熱
の
入
れ

よ
う
が
参
加
者
全
員
に
見
ら
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。
 

◆
回
転
 
▼
小
学
男
子
廿
①
桑
 
 定

員
（
指
導
員
）
が
お
り
、
こ

の
検
定
に
当
っ
て
い
ま
す
が
、
 

い
ず
れ
の
方
も
嘉
瀬
ス
キ
ー
場

に
通
っ
た
常
連
で
施
設
の
恩
恵

を
受
け
ま
し
た
。
 

今
年
も
大
健闘
 

田
和
仁
②
白
川
大
吾
③
岡
田
千

臣
●
同
女
子
I
①
葛
西
千
雪
②

須
崎
准
子
③
泉
谷
由
佳
子
▼
中

学
男
子
用
①
浅
利
敏
美
②
米
塚

兼
一
③
工
藤
一
誠
▼
同
女
子
I
 

①
中
谷
公
美
②
小
林
ま
り
子
③

中
谷
貴
美
子
▼
高
校
一
般
男
子

一
部
I①
松
本
州
弘
②
泉
谷
知

明
▼
同
二
部
I①
白
川
勝
信
②

田
中
馨
③
浜
田
常
一
▼
同
女
子
 
 「

蔀
I①
泉
谷
加
千
子
②
其
田

い
く
子
 
◆
ジ
ャ
ン
プ
 
▼
小

学

I
①
木
下
貴
博
②
三
上
真
澄

③
木
下
貴
樹
 
◆
レ
ー
ス
 
▼

小
学
男
子
I①
木
村
公
哉
②
松

川
和
二
③
小
野
正
秀
マ
同
女
子
 

I
①
山
中
望
美
②
泉
谷
真
吏
③

泉
谷
有
美
▼
中
学
男
子
I
①
其

田
啓
吾
②
泉
谷
光
哉
▼
高
校
一

般
男
子
二
部
I
①
中
谷
精
一
・

同
三
部
I
①
白
川
豊
光
 
◆
リ

レ
ー
 
▼
小
学
男
子
I①
嘉
瀬
 

A②
喜
良
市
③
川
倉

A
▼
同
女

子

I①
川
倉

A②
嘉
瀬
A③
川

倉

B
▼
高
校
一
般
男
子
‘
①
川

倉
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
②
嘉
瀬
ス
キ
 

ー
ク
ラ
プ
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松
江
 
文
枝
 

◇
 

「コテ・メン」と元気な豆剣士 

が
ん
ば
れ
 

嘉
瀬
  小
相
撲
部
 

剣道を通じて心身を鍛えよう一。と昨年十月金木では唯―の

少年剣道隊が発足し、豆剣士が早朝練習に励んでいます。 

「剣週勝鰯レ馬9ヅ 	~ 
I 	 剣武館」 

剣
武
館

（
一
戸
彰代
表
）
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
の
集
り
は
、
 

現
在
小
学
生
八
人
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
金
木
共
同
職
業
訓
練

校
を
仮
道
場
に
仕
立
て
上
げ
て

の
夏
冬
午
前
六
時

か
ら
の
稽

古
は
、
素
振
り
と
足
運
び
な
ど

基
本
練
習
の
連
続
で
直
心
影
流

に
言
う
「
百
練
白
得
」
 
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
 

稽
古
の
終
り
は

一
分
問
の
黙

想
。
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
る
格

技
独
特
の
風
潮
が
精
神
統
一
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

指
導
に
当
っ
て
い
る
工
藤
俊

悦
四
段
（
更
生
部
落
）
は
、「剣

道
の
楽
し
さ
、
剣
道
の
心
を
一

人
で
も
多
く
の
子
供
達
に
知
っ
 
 て

も
ら
い
た
い
。」
と
語
って
く

れ
、
子
供
逮
を
我
が
子
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
 

道
場
へ
の
送
り
迎
え
は
父
兄

の
方
が
交
た
い
で
あ
た
り
、
寒
 

東
北
大
会
二
連
覇
を
国
標
に

嘉
瀬
小
学
校
相
撲
部
で
は
、
冬

休
み
を
返
上
し
て
稽
古
に
励
み

技
を
磨
き
合
い
ま
し
た
。
 

昨
年
八
月
、
東
北
を
制
し
た

同
部
は
、
四
ー
五
年
生
主
体
の

チ
ー
ム
だ
っ
た
だ
け
に
今
年
に
 

戸

籍
の

窓
 

一
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

今
 

美
香

（
正
一
）
喜良
市

小
松
絵
里
奈

（
徳
雄
）
嘉
 
瀬

白
川
 
奈
美
（
清
丸
）
川
 
倉

鳴
海
由
佳
子
（
謙
一
）
嘉
 
瀬

長
尾
 
麻
望

（冨
雄
）
金
 
木

今
 
悠

大

（
弘
師
）嘉
 
瀬

前
田
 
晃
伺
（
清

）
金
 
木

封
馬
 
タ
佳
（

豊
）

金
 
木

中
谷
健
太
郎

（
幸夫
）
川
 
倉

佐
藤
 
弘
行

（
弘
光
）
嘉
 
瀬

津
島
 
祐
介

（
吉男
）
1
4良
市
 
 気

厳
し
い
早
朝
練
習
に
応
対
し

て
い
ま
す
。
 

心
身
を
鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
の
剣
道
を
広
め
る
た
め
に

現
在
、
参
加
者
募
葉
中
。
 

か
け
る
期
待
も
大
き
く
、
冬
休

み
期
間
中
の
月
曜
日
を
除
く
午

前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
三

時
間
は
、
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
土
俵
も
熱
気
ム

ン
ム
ン
。
直
径
十
五
尺
の
土
俵

い
っ
ば
い
を
使
っ
て
の
勝
ち
残
 

卿
H飼
 

《

n
 尺
ョ
生

2
0H
 

'
.
，
ー『I：
一

i『
二
、
：一i
i
 

り
稽
古
ゃ
ぷ
つ
か
り
稽
古
は
大
 

こ
の
稽
古
は
春
休
み
に
も
計
 

相
撲
を
思
わ
せ
る
練
習
ぷ
り
で
、
 画
さ
れ
て
お
り
、
八
月
の
東
北
 

五
人
の
選
手
は
役
ぜ
技
に
一
層
 
大
会
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
o
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

へ
木下
 
美
人
（末
孝
）
嘉
 
瀬
 

「
寺田
富
士
子

（
義
光）
五
所
市
 

一
ゆ
編
鍛
「
 
愈
馴
雑
一
鍵鴨
細
 
お
ノ
 

醗
利
 
俊
広

（
俊直
中

里
町
 

《
 
は
 

周

術
羽
 
い
 

公
フ
 
幸
仁

（
義
雄）
喜
良
市
 
鳴
海

幸
之
助
 

「
中
村
 
文
子
（
鉄四
郎
）
木
造
町
 
山
田
 
ア
子

公
フ
 
幸
仁

（
義
雄）
喜
良
市
 

「
中
村
 
文
子
（
鉄四
郎
）
木
造
町
 

喜
良
市
 

喜
良
市
 

中
柏
木
 

こ ユ つ う ◇ つ 

磨
き
を
か
け
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
指
導

に
当
っ
て
い
る

原
田
清
治
さ
ん
 

（
嘉
瀬）
も
白

ら
ま
わ
し
を
締

め
て
心
・
技
・

体
を
教
え
込
む

熱
の
入
れ
よ
う

で
、
実
力
ア
ッ

プ
に
一
役
買
っ

て
い
ま
し
た
。
 

4
尋
‘

4
せ
奄
‘

4
,
4
,
,
，
せ

4
4
t
4
4
t
4
'
4
t

‘
竜

Uせ
U
世
せ
せ
り
せ

せ
‘

4
'
4
4
u
→
せ

4
t
●
せ

4
'
 

（錯
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夢
讐
鍵
麟
画
 

〕
一
目
 

月
重
良
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一
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首一l
三
一
て
1
う
、
I
 
目
 

一一
 

桑
田
シ
ヅ
エ
 

、

ノ
』
 

鱗熱
」
 

<
，
 

・
．
（
与、
 

長
田
 
ス
ワ
 

《
 

銘
仁
三
鵬
 

◇
 

柴
田
 
タ
カ
 

「
鳴
海百
合
子

（
正夫
）
嘉
 
瀬
 

お
く
や
み
 

57 84 88 42 74 96 59 54 84 59 

金嘉

木 瀬 

金 

木 

金 

木 

金金金

木木木 


